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もっと 学びたい人へ (13) 
 

 

 

✤ ・・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・・ ✤ 
 

第 13 課では，動詞本体のヒキノバシの，ナセル・ナセレル体，ナサス・ナサ

セル体，ウラガエシ体について，見ました。 

 

 

▽ 動詞本体ヒキノバシのシルシ 

 

 

: ik- : ek- （ナセル・ナセレル体） 

: ish- : esh- 

: iz- : ez- 
（ナサス・ナサセル体） 

: u- : o- （ウラガエシ体） 

 

 

 

第 13 課で見たのは，尻尾が‘-a’の動詞本体と，尻尾が‘-a’以外の動詞本

体のナセル・ナセレル体，ナサス・ナサセル体でした。ここでは，単音節動詞の

ナセル・ナセレル体，ナサス・ナサセル体について，見ておきましょう。 

 

✤ ・・ ✤ 

 

それから，動詞本体のヒキノバシについてもう一つ，ナシウル体についても見

ておきましょう。また，ヒキノバシのシルシの順序についても，一緒に見ておきまし

ょう。 

 

 

✤ ・・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・・ ✤ 

 

 

◆ 単音節動詞本体のヒキノバシ(2) 
 

単音節動詞本体のヒキノバシのシルシは，動詞本体により決まっています。 
 

 

◇ ナセル・ナセレル体 

 

((例 1)) 動詞本体 ： +[l-a] 〈食べる〉 
   

 +[l:ik-a] 〈食べれる〉 

   

   

((例 2)) 動詞本体 ： +[nyw-a] 〈飲む〉 
   

 +[nyw:ik-a] 〈飲める〉 

 +[nyw:ek-a] 〈飲める〉 

   

   

((例 3)) 動詞本体 ： +[j-a] 〈来る〉 
   

 +[j:ik-a] 〈来れる〉 

 

 

 

◇ ナサス・ナサセル体 

 

((例 1)) 動詞本体 ： +[l-a] 〈食べる〉 
   

 +[l:ish-a] 〈食べさす〉 
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((例 2)) 動詞本体 ： +[nyw-a] 〈飲む〉 
   

 +[nyw:ish-a] 〈飲ます〉 

 +[nyw:esh-a] 〈飲ます〉 
 

 
 

✤ ・・ ✤ 
 

 

◆ ナシウル体 
 

これまでに動詞本体ヒキノバシのシルシを 6 種類見ましたね。 
 

 

▽ 動詞本体のヒキノバシのシルシ 
 

: i- : e- （ニ・デナス体） 

: ik- : ek- （ナセル・ナセレル体） 

: ish- : esh- 

: iz- : ez- 
（ナサス・ナサセル体） 

: an-  （ナシアウ体） 

: w-  （ナサレル体） 

: u- : o- （ウラガエシ体） 

 

 

 

この他にもう一つ，‘:ikan-’と‘:ekan-’という動詞本体ヒキノバシのシルシがあり

ます。この‘:ikan-’，‘:ekan-’のシルシは例えば‘+ sema’〈言う〉を，‘+ semekana’

〈言いうる，言える〉に変える，いわばナシウル体のシルシです。 
 

 

: ikan- : ekan- （ナシウル体） 

 

第 9 課のスキットに登場していました。覚えていますか？ 

 

 
   

S ： A-ha, hata kamera inapatikana. 

 〈えー，カメラも売っているんだ。〉 
   

 

 

 

この‘inapatikana’の動詞本体はこのようになっています。 
 

 

+ [pat:ikan-a] 〈得うる，手に入る〉 (+ [pat-a] 〈得る〉) 

 

 

 

シルシの形から察しが付くように，これは形式上，ナセル・ナセレル体とナシア

ウ体の合併形です。ヒキノバシの方法は，ナセル・ナセレル体と同様です。シル

シが‘:ikan-’になるか，‘:ekan-’になるかは，元の動詞本体の尻尾の前の母音で

決まります。シルシが‘:ikan-’になるのは，尻尾の前の母音が‘-a-’，‘-i-’，‘-u-’

の場合です。そして，‘:ekan-’になるのは，尻尾の前の母音が‘-e-’，‘-o-’の場

合です。 
 

 

▽ ナシウル体のシルシ 

 

  (シルシ)    
 - a   ((例)) 

+ - i  : ikan-  + [pat:ikan-a] 
 - u  

尻 

尾 
| 

 ＜+ [pat-a] 

 

 

  (シルシ)    
 - e   ((例)) 

+   : ekan-  + [sem:ekan-a] 
 - o  

尻 

尾 
| 

 ＜+ [sem-a] 
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他にも，このようなナシウル体があります。 
 

 

((例 1)) 動詞本体 ： +[ju-a] 〈知る〉 
   

 +[ju:likan-a] 〈知りうる，知られる〉 

   

   

((例 2)) 動詞本体 ： +[on-a] 〈見る〉 
   

 +[on:ekan-a] 〈見うる，見える〉 

 

 

 

例 1 で，‘:ikan-’のシルシに‘l’が付いているのは，ヒキノバシの元の動詞本体

‘+ jua’の尻尾の直前が母音になっているためです。 
 

 

 

 

✤ ・・ ✤ 

 

 

◆ 動詞本体ヒキノバシのシルシの順序 
 

動詞ヒキノバシのシルシは，動詞本体 1つにつき，1つとは限りません。複数の

シルシが連なることもあります。第 3 課のスキットに，このような文が登場していま

した。覚えていますか？ 

 

 
   

N ： 
Jana niliazima kitabu chake,  kwa hivyo 

nataka kumrudishia. 

 〈昨日本を借りたから，それを返したいんだよね。〉 
   

 

 

 

この‘kumrudishia’の動詞本体‘+ rudishia’には，‘:ish-’というナサス・ナサセ

ル体のシルシと，‘:i-’というニ・デナス体のシルシが挿入されています。 
 

 

動詞本体 ： +[rud-i] 〈戻る〉 
   

 +[rud:ish:i-a] 〈～に戻らせる，～に返す〉 

 

 

 

 シルシの連なる順序で決まっているのは，ウラガエシ体のシルシが最初に入る

ことと，ナサレル体のシルシが最後に入ることです。残りの部分の順序は，意味

により決まります。 
 

 

▽ 動詞ヒキノバシのシルシの順序 

 

  (シルシ) (シルシ) (シルシ)  
     

   : i-    /    : e-  

   (ニ・デナス体)  

     

   : ik-    /    : ek-  

   (ナセル・ナセレル体)  

+   

  
: u-    /    : o- 
(ウラガエシ体) : ish-    /    : esh- 

: w- 
(ナサレル体) 

   : iz-    /    : ez-  

   (ナサス・ナサセル体)  

     

   : an-  

   (ナシアウ体)  

     

尻 

尾 
| 

 

 

・・ ・・ ✤ 


